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巻頭言
低 温 と 時 の 流 れ
煮畷 一
低温 セソターに関与 していて停年 にな ると、巻頭言 を書 かされることがあ ると聞いていたが、あっと
云 う間にそのお鉢 が回って来て しまった。それを書かせ る趣 旨は、 「何か後の人に役立つことを多少と
も興味をそ Σるように述べて 白鳥の歌 とせよ。」 と言 うことらしいので、気楽に、私の見て きた低温の
今昔物語のようなものを仕立て 玉、低温研究の時の流れを私な りに見つめ直 して唱ってお こうか と思 う。
記憶違いや偏見が多々あろうか と思 うが予め御容赦 を願 ってお く。(私 は低温は素人だか ら)
1908年にH.Ka皿erlinghOnnes(カマ リソ(グ)・オ(ソ)ネス)が ヘ リウムの液化 に成功 し、1911
年に超伝導を見つけたのは見たこともない昔話であるか ら書けないが、今で も彼のことを、 「オソネス
が……」 と姓の下半分 しかよぱない人が低温 屋に もかな りい るのは、気に掛ることである。以前の阪大
総長、釜洞醇太郎先生を我 々が 「ホラさん、 ホラさん」 と親 しみを込めてよんだ ような ものと解すれば
よいのかも知れないが、ほめ られた話で もなさそ うだ。
私が低温研究とか低温施設とかに接 したのは、卒業後、仙台に行 って東北大の金研の助手になった1950
年以降のことである。特に1953年に 日本初のヘ リウム液化機が金研 に輸入設置され、茅誠司先生が来ら
れて、挨拶 に、 「この液化機は神 田さんや袋井さんの研究の為ではな くて、 日本全体の低温研究の為に
設置す るのですヵ・ら、心 して使って下 さい。」 と言われたのが強烈な印象として残 った。教授 より遙か
に偉そ うな教授がいるのが驚 きであったが、同時 に、戦後の 日本でたった1台 の コリンズのヘ リウム液
化機が如何に高緬 で貴重 な投資であったかが今 さらながら思 い出 される。機械据付けの為に来 日した技
師Streeter氏とは、その後、原子力研究所 に低温設備を置 くときにも、また阪大に移 ってか らも、我家
に泊 って貰 うなど親 しい交際をしたが、米園の優 れた研究設備を支え る有能な技師者と してこのような
人材が ある事を認識 させ られた。今日、我々は液体ヘ リウムをかな り潤沢に気楽に使 う恩恵 に浴 してい
るが、低温 セソターを支えている技術 と円滑 な供給 を担当 して下 さる有能な方々の存在 を忘れ勝 ちであ
るようだ。
1956年から2度 に互 って米国に滞在 したが、最初のイリノイ大学にいた時、そ この液化室の設備には
余 り驚 かなかった。東北大金研 のヘ リウム液化機 とその周辺 を見ていたか らであろう。 しか し、折々、
訪問 したシカゴ大学の低温供給施設はまるで大きな工場設備のよ うで、度胆を抜かれたものであった。
更に、1960年からのブル ックヘイヴソ原子力研滞在の時にはAGS加 速器におげる巨大な泡箱のための
大規模 な液体水素製造設備があって、彼我の国力の差を痛感 させられた ものである。当時は 日本の産業
力と技術がや 垣 と向きになりつ 弐あったので、大学な どの研究設備に も費用 を投 じることが次第に可能
になって来てはいたが、やは り外国を参考に、あ るいはコピーして と云 う態度がかな り濃厚であった。
原子炉内の低温照射装置のデザイソをす るときも、独自の発想で型や機構を考えたとは言 うもの堀 オー
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クリッジ研のものや ブル ックヘ ヴソ研の ものなどをかな り参考に したことは確かであるし、それに接続
す る国産のヘ リウム液化機は コリソズ型の往復膨張:エソジソを踏襲 した ものであった。追いつき、追い
こせと叫んでいるときには、物真似は仕方がないのかも知れないが、後進性を表わ しているのは否めな
かろう。
1961年の水害に よって阪大の低温設備は甚大な被害を受けたが、理学部の豊中移転に伴って見事に蘇
り、丁度新設 の基礎工学部 も含めての低温セソター として再出発 した。私が阪大に赴任 したのは1963年
で、豊中セソター建設直前であ り、私の研究室が液体ヘ リウムの供給を受けた最初は1965年頃であった
と思 う。東北大時代に見聞 した液体 ヘリウムの使い方は、蓮の葉の露を集めて貴いお茶 を立て るような
感 じで、原研や阪大にきた当初 にはそれが、 「今 日は一寸、玉露で も入れましょうか。」の程度 になっ
た。
その後、超伝導の技術化、実用化などによって、工学部での寒剤需要は爆発的 となり、豊中 ・吹 田の
双頭方式でセソターは大発展を遂げた。現在の研究者の液体ヘ リウム使用の感覚は湯水の如 くとは行か
ないが、毎朝 の紅茶位の処であろ うか。高温超伝導の仕事が進んで、今やヘ リウム温度が要 らな くなる
などと思 う人は此の辺には一人 もいないであろうか ら、セソター再度の拡張 は不可欠であろうが、米国
を追い越 した と思 う大国悪識 と、供給老 の苦労を忘れた湯水感覚 とには陥 らぬようにと願 う次第であ る。
カマ リソグ ・オネス先生のヘ リウム液化から丁度80年、日本最初 のヘ リウム液化から36年(阪大にお
け る液化 もそれに次いで早かった)、 全学的 な阪大の低温 セソターとして出発 してか ら約25年が経過 し
て、時の流れを感 じさせ られ るが、私の滞在期間の一番長かった大阪大学では低温 セソターにお世話 に
なったこと数限 りもない。停年退官に当って厚 く御礼申 し上げる。 この時の流れは私の経験 した部分が
戦後 日本の激動期 に当っているので、感慨一入であるが、 また、今 この文を書いている時、雨中に昭和
天皇の大葬が行われつ 瓦あ り、一つの区切 りをも感 じさせられる。 さて平成の新時代に活躍する皆さん、
低温セ ソターを大事に し、寒剤を大切 に扱 い、良い研究成果を挙げられるよ うにと希 っています。さて
私 の白鳥の歌 は、少 し未練がましいけれ ど、
しらとり あ もとお
白鳥の渡りの如く吾れ行くも心は此処に徊りてあり
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